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重量床衝撃音遮断性能の発生系と予測手法に関する
基礎的研究

直接音と側路伝搬音

・住宅相談統計年報(2019)によると、共同住宅における紛争処理の焦点となった主な
不具合現象のうち、13.3%が遮⾳不良（床、開⼝部、建具）である。 異常⾳（排
⽔配管、天井)(9.8%)と合わせると、不具合事象の22.1%が⾳の問題であり、⽣活
空間の快適性の向上には⾳環境性能の向上が必要であると考えられます。
・上記に付随し、住宅内で指摘される⾳源種類のなかでは、重量床衝撃⾳が騒⾳源と
して⼀番多いといったデータもあります。
・床は施⼯完了後に厚さを変更する等の対策ができないため、重量床衝撃⾳対策とし
て、実務的にも有効で、設計にも活⽤できるような予測⼿法が必要です。
・本研究は、これまで頻⽤されている「床」のみを考慮する予測⼿法ではなく、周辺の壁
などからの側路伝搬⾳についても考慮し、これまでよりも精度よく予測をする⼿法の検討
です。

室と壁、床、天井の関係
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Transient Statistical Energy Analysis (TSEA)
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TSEAを使うメリットは、側路伝搬⾳の予測も視野に⼊れる事です。側路伝搬⾳の予測が
可能となれば、主に重量床衝撃⾳における⾳環境性能が、これまでよりも正確に予測できま
す。⾳環境性能の向上に資する事ができれば、快適な空間をもたらすことができます。
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TSEAは、衝撃⾳など(過渡応答)向けの予測⼿法です。建物の各部材や空間における各周
波数帯域(𝜔)の要素(i)に平均化されたエネルギー (𝐸𝑖) を、内部損失(𝜂𝑖𝑖)による減衰や、他の
要素との結びつきによる損失(𝜂𝑖𝑗)といった系全体のエネルギー増減の応答を解析します。
（Robinson and Hopkins 2014)
⾔い換えれば、床、壁、室形状の精密な情報を、簡素化した質量や容積等の要素として考え、
それらの間の結合状態から、統計的に予測する⼿法です。
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ここで、⼊⼒パワーに関する項⽬である 𝑊୧୬ 
ᇱ 𝑡 は、以下のように算出されます。
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𝑡୵は窓関数の時間、 𝑡F  は⼒の⼊⼒時間から算出される補正項です。
(1)式1の𝜂は、要素ごとの1次元⾏列です。
また、エネルギーやパワーの項⽬(𝐸୧ t୬ାଵ 、 𝐸୧ t୬ 、 𝑊′୧୬ 𝑡୬ )は時間と要素に対する⾏列、
壁や床と室の関係を表す𝜂は、要素間の結びつきを⽰す2次元の⾏列です。

クラジウスの原理のように、振動のエネ
ルギーも、以下のような式が成り⽴つ
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